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インドの伝統的な哲学と､ 世界各国での人道的支援活動の様々なご体験､

そして､ 世界中の3 ,4 0 0 万 人の人を抱きしめ ､ その心を癒してきたアンマの教えをもとに､

い まを生きる､ あらゆる状況における､ 人と自分自身の心のケアの重要性をお話頂けます｡

世界の平和を願うすべ ての人たちの心のケアの ために

生きることの大切さや､ い のち へ の尊厳 をあらためて感じる
一

本講演が皆様の心 に新たな安らぎを生 む､ 契機 の
一

つ となれは幸 い で慨

≪要予 約 0 萎加 費無料≫

礫:≡二慧莞 悪日⑳
【内容】講演､ Q & A 等

【場所】日立 シス テム ズ ホ ー

ル

( 青年文イヒセ ンタ ー ) 3 階 和室3
※会場へ の 直接のお問い合わせはご遠慮ください ｡

【住所】仙台市青葉区旭ヶ丘三丁目2 7 - 5

( 地下鉄旭 ヶ丘駅下車:仙 台駅から1 0 分 ･1 番出口 より徒歩3 分)

【お問い合わせ(ご予約)】 ･ メ ー ル : s h a n t aji _
t O u r @ a m rit a h e a rt . c o m

※ 件名に『仙台』とご入力の上､ 本文にはお名前をご入力頂き送信下さい ｡

この度､ 国際的慈替団体 の代表 アン マ の直弟子 ､
シ ヤ

ー

ン クアムリク ･

チャイク ン ニ ヤ( シ ャンクジ: 僧侶) をお招きし､ イン ドの 伝統的な哲学や､

国際 的人道活動等の悪霊なご経験をもとに､ い ま､ この命を生きるた め に､ 心 の扱 いカヤその重要性 につ い て､ お 話頂く機会を得られ れ た ｡

新たな安らぎを実感する
一

つ の きっ か けとなれば率い で 慨
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< エ ンブ 叫 シ 汐
~~-:
ヂ
こ≠料ド( E や蔽Ⅵ 耶 ん｡ m b 血 叫沖 飾 ｡ rld . 毎/) と

∵
はき

こ十 妄
ト♭

: =ニーニ･ 世 界 の 貧しい人々 や被災者の苦しみが軽減されるよう､ 食料､ 住 居､ 教育､ 保健医療､ 収 入機会創出という､ 5 つ の 基本的 二 ｢ ズの 充 足を支援することを理念と

｢-､Ⅶ--し
た
､ 活動の総称であり､ 災害支援活動をはじめ｣ インドやア フリカにお ける孤児院の 設立と運営､ 住唐のなし､人々めたあに無償亨瞳卓を建設･ 提供するプロ

ジェクト
､
1 5 0 0 床の非政府病院の設立運営等､ 広範にわたる多種多様な活動が､ 現在4 2 ケ国 以上で展開されてい る｡ 2 0 ‖ 年9 月に は､ 東日本復興支援とし

て､ み やぎ子ども育英基金に対して1 0 0 万米ドル( 当時約8iO 6 0 万円) を宮城県へ 寄贈したo E T W O) 中酵時頼は､ 国連の N G O 諮問資格を有する M ･ A ･ マ ー ト

であり､ 日本では N P O 法人国際チャリティ協会ア ムリタハ
ー トがこの活動を担っ て い る｡

¢ !ホ

W ith a m m a

< シ ヤ
ー

ン クアムリク ･ チャイク ン ニ ヤ プロ フィ ー

ル >

国連の諮問資格を有し､ 世界4 2 か富 以上 で人道的支援活動を展開する大規模な国際的慈善団体 M A マ ー トによ

るネットワ ー ク
､
エ ンプレイシング･ ザ ･ ワ ー ルド( E T W ) の 代表であるア ンマ の直弟子 ｡

'

9 0 年 ､ ア ンマ に出逢 い ､ ア ンマ に

よる霊性の教えや人道的支援活動等に感銘を受け､
'

9 3 年､ ア ン マ のもとへ 見習 い僧として出家する｡ その後､ E T W

の プロジェ クトの 一

環として､ 1 5 0 0 床の非政府病院の建設プロジェ クトマ ネ
ー ジャ ー を務め､ また､ インドにお ける1 0 万

世帯の貧困に苦しむ家族のための住宅建設や､ ア フリカ ･ケ ニ ア での孤児院設立 ･ 運営プロジェ クト等に参加｡

2 0 0 9 年 ､ U N D P 国 連ア フリカ本部では､ ストレス マ ネージメントワ ー クショップの

一

環とし､ ソマ リア に派遣されるプロ グラム管理者を対象に ､ メディテーション ･ ∃一ガ等を教える｡ 2 0 1 1 年フィジ
ー

に

て ､ 国連スタッフ限定 イベ ントプ ログラム｢ 仕事と生活 の調和｣ の ワ
ー クショップを行 い ､ 多くの 人が心 の休息と､ 心 の

バ ランスを取る術( すべ)を求めて来場した｡

2 0 0 2 年から2 0 1 2 年の間､ E T W の 支部の ひとつ である､ 日本の M A センタ ー の 責任者を務める｡ 現在は､ M A セン

タ ー ( シカゴ) の責任者を務め､ アメリカ中西部を周り､ 定期的に講演や社会奉仕プログラムを行っ てい る｡

< ア ン マ プロ フィ ー

ル >

訪れる人､
一

人ひ とりを抱きしめる､ という行為で世

界中の人からア ン マ( お 母さん) と慕われるマ
ー タ ー

･

ア ムリタ ー ナン ダマイ ー ･ デ ー ヴィは､ 過 去4 4 年間 に

渡り､ 世界中を歴訪し､ 延べ 3 千4 0 0 万 人 以上もの

人 々 を抱きしめ､ その 心を癒してきた｡ ときに ､ 4 万 人

以上 の人を2 0 時 間以上 かけて抱きしめることもあり､

海外のメディア からは『抱きしめる聖者』とも呼ばれて

い る｡ 2 0 0 7 年ア メリカC B S イ ∨では､ 世界で最も影

響力のあるス ピリチ ュ ア ル リ ー ダ ー

の ひとりとして､

ロ ーマ 法王やダライ･ ラ マ 法王と共に紹介された｡ 国

連から招聴され､ 国連 の会議などで代表 スピーチを

宮城県のこども育英基金のために､ 村井知事 に1 0 0 万ドル を寄贈

行うなど､ 国際社会 にも影響を与えてい る ｡ また､ 国

際的な人道活動家としても知られ､ エ ンプレイシング･ ザ ･

ワ
ー ルド( E T W ) の代表も務める｡

2 0 1 4 年1 2 月､ ロ ー マ 法王 から､ バ チ カン にて開催された｢奴隷制度廃止国際デ ー ｣ の 集 い に招聴され､ 現代の

奴隷制度の根絶を目指す共同宣言 に､ ロ ー マ 法王らと共 に署名した｡

海外では大統領やノ ー ベ ル賞受賞科学者なども抱擁を受け､ ア メリカでも国会議員たち

が国会議事堂に ア ンマを招 い て抱擁を受けるなど､ 社会的に広く認知されてい る｡

ア ンマ は年に
一

度来日し､ 講演会等のプロ グラムを行う他､ 来場者
一

人ひとりを抱擁し､

無数の人が無私の愛と深 い安らぎを経験して いる｡ 2 0 1 4 年5 月 に は2 4 度目の来日を果

たし､ 平 日3 日間のプログラムで､ 1 万 人もの 人がア ンマ の抱擁を求めて来場した｡ 今年､

2 0 1 5 年5 月 には､ 2 5 回目となる来日プログラムを予定してい る｡
シャンタジ､ 村井知事､ スワミジ( ア ンマ の 高弟)
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